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学 位 論･文 内 容 の 要 冒
糖尿病性腎症末期腎不全患者で初めての腎代替療法として腹膜透析に導入された
患者を対象とした無作為比較対照試験で､岡山大学病院と22の関連病院で行われた｡













論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､腎代替療法として､腹膜透析を導入するに至った糖尿病性腎症末期
腎不全患者を対象とし､透析液の違いによる効果評価をRCTによって行った研究
である｡
23の病院から41例の患者を無作為抽出したが､アウトカムを評価する尺度
に難があること､厳密なRCTではない等の限界はあるが､先行研究としても例が
なく､研究･分析能力は､博士課程で修了すべき額域に十分に達していると判断
され､今後の研究の発展性が期待できるO
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
